



学位記番号 乙第 44 号
学位授与年月日 平成 1 6年 9 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第4 条第 2 項該当
学位論文題目 Dynamics of histone H4 acetylation during a cel 
cyle revald by thre-dimnsoal imagin 
































オオムギに限定せず植物一般に適用できる条件を検討した。 Orchid の育種に関係のある Spranthes
sinensis を用いて間期核で観察されるクロモセンター（CCs ）の正確な画像解析を行なった。画像に
対して単一の闘値を設けた場合は過不足が生じるのに対し、アンシャーフマスク処理により大小









タクトな無固定核において H4K5 の高度アセチル化領域(HARs ）が核膜近傍でリング状のクラスタ
ーを形成していることが示され、アセチル化ヒストンの三次元的可視化法が確立された。
細胞分裂にともなう H4 の KS および K16 の2 つのリジン残基におけるアセチル化の動態を、間
接蛍光抗体法および共焦点顕微鏡法により明らかにし、さらに画像解析法によってアセチル化強
度の定量的解析を行なった。間期核でのアセチル化領域は動原体およびテロメア配列を用いた




高アセチル化され、 NOR は脱アセチル化を受けた。 NOR は中期においても非凝縮部位である二










オオムギでは動原体がリング状のクラスターを形成するが、 HA Rs もKS 、KS 、K12 の 3 つのリ
159 
ジン残基において同様の空間配置を取ることが明らかとなった。動原体と K5 の HARs の位置関
係を詳細にデコンボリューション顕微鏡により解析したところ、両者はほぼ同じ位置に検出され


































修飾の動態を調査した。そのために、第 5 または第 1 6 リジン残基においてアセチル化している
ヒストン H4 の抗体をオオムギの分裂各期の細胞に適用し、デコンボリューション法で調査した。
この研究では、さらに、染色体の部位を同定するために、テロメアまたは動原体の特異的反復配
列をプローブとした蛍光 in situ hybridzation を行った。その結果、両リジン残基とも極めてダ
イナミックな修飾を受けていることを明らかにした。第 5 リジン残基の高度アセチル化は、間期
核では動原体部分にみられるが、分裂期には仁形成体に生じること、また第 1 6 リジン残基のア
セチル化は、テロメア近傍の遺伝子密集領域に存在することを見出した。ヒストンがアセチル化
されるとヒストンコアは、互いに反発し、ヌクレオソームを伸ばし、またヒストンの N 末端部分
が DNA から離れるため、転写因子を DNA に近づけやすくすることが知られているが、この研究
で見られた高アセチル化部位は、おおむね転写活性の高いところであり、説明できるものである。
ただし、動原体領域は通常、高度にヘテロクロマチン化されているため、第 5 リジン残基が間期
核で、高アセチル化される理由は、明らかにならなかった。
そこで、間期核の動原体部における、ヘテロクロマチン化とリジン残基のアセチル化の関係を
詳細に調査した。その結果、ヘテロクロマチンと高度アセチル化領域は、重なっていないことが
明らかになった。このことは、多数の反復配列が存在しヘテロクロマチン化しやすい動原体領域
において、その最も中心部が高度にアセチル化し、活性のあるキネトコアを形成していることが
予想された。
現在では、ヒストンの修飾が遺伝子の発現制御に重要であることが、広く認められるようにな
ってきたが、この研究が始まった当初は、ほとんど知られておらず、この研究によって始めて、
植物細胞におけるヒストンの翻訳後修飾の動態が明らかにされたといっても過言ではない。まず、
高度な立体顕微技術の開発から始まり、最終的には抗体を用いて、ヒストンの修飾の動態を見事
に示した本研究は、大いに評価できるものである。
遺伝子が正常に働くためには、 DNA の配列情報のみでは不十分である。このことは、強いプロ
モーターをつけた遺伝子を植物に導入しでも発現しない多くの事例から見ても明らかである。今
後の植物育種において、導入遺伝子が世代をわたって安定的に発現するためには、染色体・クロ
マチン構造と遺伝子発現の研究を解明しなければならない。本論文は、これからの植物遺伝子の
発現調節に大きく影響をもたらすものであり、このような点から判断して、本論文は学位論文と
しての水準を大きく上回っているものと判定することができた。
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